
　図－４　高サイクル熱疲労割れに係る対策工事

　
工事概要

配管ルートを変更する箇所

【工事前】

Ｂ－１次冷却材系統配管より

Ｂ－余熱除去ポンプへ
熱疲労割れ懸念部位
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配管ルートを変更することにより、高温水と低温水の境界を
曲がり部から外し、熱疲労割れの懸念を解消する。
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【工事後】

　
　 国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ事象（温度揺らぎによる熱疲労）を
踏まえ、対策工事を実施する。
　余熱除去系統入口配管と出口配管の２箇所において、熱疲労を抑制するため配管ルートを
変更する。
　２系列ある充てん配管のうち、熱疲労が発生しやすい、使用していない系列の充てん配管、
隔離弁などを撤去する。
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